
9 .長浜市国友遺跡出土の

異形土器

同友遺跡1;1、長浜市同友町と今町にかけて所不Eする。

従米より占式土f，iji骨量当事の，'11土することが匁iられておリ、

197μf->'J・ら1975年にかけて、北陸自動111.泣|剥巡遺跡と
して発掘t線設が築地された.

調査の給来、上j広義I).!iとtrli川の|日河道と思われる

大7絡が倹;包された。大fl脅からは、占埼i時代金JI1lをi並し
U L 

た~!i}l\R器、ゴ二附様、木総当字が多吐にIJJこtしたが、その

中{こ、.山形織の異If~注口形土総があった。 矧例につい

ては務IlHにして知らないので、ここに紛介して術教示

をifJJぎたい。

この災~J移土帯告の大きさは、全長24.9c冊、向さ1l . 8cm

で、"陣容器f部分の22iさは 8.5cm、最大径1l.8cmを計る。

頭部は上下に分れ、上方1;1鈎状に上方に突出し、下方

iま断I百U宇状を呈してiIIi下}jlこのびる。顕在日l立、短か

く断耐t円形で中央1.:IJ、穴が葬たれ、胸部の下方に付

<. J胸郊u、上万に大きく閉口し、術円形の容器罪状と
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10.湖北地方において

最近発見された遺跡、

ililJ北地方{主、余呉 111 、 Îr~時111 、師li川、天ノ川等の河

川によって形成された広大なi村氏宇野がjょがリ、 H巴沃

な殺令指l!慌を形成している. しかし、こよ数年の|切に、

国道 8~・総長浜バイパス、北陸向動 1ド道、 IJilJ且365号

線バイパス等の幹線道路工事が計問され、また総工さ

れてきた。さらに、殺合地帯であるがため、大腕棋な

は場守護WPl';~が~ミ地されるようになって、その独特な

景観が一変しつつあるとともに、遺跡の保存と開発と

の側和という問題が顕五時になってきた。

こうした開発の波が押し智子せてきている反而、吉宗か

不幸か、開発の'匹前醐ttによって意外な考古学的市笑

カe得られ、また、工恥中に新しく逃跡が発見されるこ

とも少なくないのである。そしてまた、こうして{~ら

れた知品が、比較的々古学的成来の少なかった湖北地

方において、その古代史鮮明に多大に武献しているこ

，-， 0。

N O. 4 
1977.7.31 

5 }Ocm~ 

なっている。尾部1;1、断ifiiliii平な締阿形を笠し、尻上

リlニ4冬る。

胎土i止、わずかに砂絞を含むものの精&で、色制lま

賀補色を呈し、硬質である。成形手法1;1、手づくねの

後、内外而ともに細かいへら削リを地している.

ニれは、 一帯if!Q)・注口j移土様であるが、この異形土穏

を出土した大潟からは、古積時代金般の遺物が出土し

てお・り 、 ~f半関係からその年代をとらえることは閣総

である。ただ、成形、飴土、焼成よりして、占墳時代

後期には下らないものと考える。(林 純)

t b否めないのである.ここに、こうして{!;られた炎

料をまとめて紹介しておきたい。

2 
1973年から1974年にかけて、北陸自動')i.道ljij，ll!遺跡

として調査された長浜市大東遺跡1;1:、従来、瓦が出土

することから寺院跡として周知され:ていたが、発t級剥

1'f.の結果、第 2次坂l.mm術跡と推定される術立主主主主物

:tTf.のほかに、湖北地方で枇初の弥生時代後期!の)1)彩問

機惑が検出された。これは、弥生時代後期i後半の鑓jf~
土総と蓬j防 総 をIII土したものと、弥生時代後期liiJ半

の袈形土総 ・ 王E形土~・ - 総合形土苦手を出土したものと

の 2~長で、まさに意外な発見であった。 (i:t l )

同僚例としては、 19741手の同じ北陸自動本道関;ll!遺

跡である湖北町子i1'.岩原占噴1洋の制査で、古境の形

跡は認め得なかったが、弥生時代後期を中心に古境i時

代JîíJJ切に及ぶ方形周溝墓 1 法と土!1î:.Ji~34~左を検出した

のである(丁野泣跡).nJ形問機載に|刻して見れば、

はぽ同時期の尖賢治跡カ呼地に単独であるのに対し、

当逃跡の場合は平地の独立丘陵上i二位iliし、 34基以ヒ

め土j広議を伴うものであり、弥生時代から古墳時代へ
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移行するi邑穫において、その被葬者の属する総数共同

体の発展段階に、少な〈 ともニ-mを凡ることができた

のである。 (討:2) 

大東遺跡、丁野遺跡の意外な発見によ って、弥生時

代終末の~:Iìt]研究上に有効な資料を提供したが、湖北
地方ではこれに続〈発生期古墳の有:荘は知られていな

い。ただ、上記2遺跡と問機の契機で発見した余浜町

中ノ郷 ・位仁遺跡のjニi広誌は、湖北地方におけるいわ

ゆる高塚古横形成前のらのと し得る可能性がある.こ

れは、幅 0.9-1.1m、現有:長 7.6mで、 J広底の機断

簡がU字形を呈 し、 i1pJ竹l杉木絡を主主世した可能性があ

る。1広底より懇王製管玉5点、想主製勾玉1点が市土

号iJt→問郷崎古墳→米目立町磯2号.t.rt→Jニノ l幻1号墳→

滞頭山 2.!i苦境→諸説山 3号績の編年rr-亨1]カ匂・えられ、

[0:葬から機穴式石室の移入、さらに、玄室平岡形の変

化を通じ、単線、無副葬品fじという終米J切に至る過程

をl切らかにしたのである.

さらに 、 二うした~;fnj年序列に加え、 1975年に、北陸

向動ボ遊間述の土取り現場で、四郷崎古墳と磯2号墳

との聞を鹿める古墳の発見があうた。長浜市小一条町

中山の南北に張、、小独立丘陵足以に立地ずるもので、

玄護衛畿の最下段のみを残すだけであったが、幸い、

須山智1M8点、グラスノj、丘 114点、ガラス丸玉 4点、金

環 2点、鉄環l点、石製紡錘』ド1点を採取し得た。

し、~土の痕跡が金〈認められなかっ たところから、 (泊i5)

古墳時代前期の土1広基と考・えたものである。湖北地方

で依古式と考え られる湖北町 ・着富山古tjlはそのtJl:形

(前方後円境)よ り4世紀後半に位置付けることがで

き、生と遺跡の土j広誌がそれに先行するとするなら、

丁野、大東岡遺跡に総〈ー形態として包::¥まされよ う。

(注3) 

3 
1973年、北陸自動*道関述遺跡:として、長浜市小一

如何 ・諮訪日古墳群の関釜を災総した。こ こでは 3裁

の縦穴式石室を有する円墳が綴認されていたが、同年

のみ14j援により、竪穴式小石割程を有するもの(3号墳)

を検出した。 民さ1. 1m 、 l陥37~4Qcm、現存高70cmで、

1111]:r. e肉然石を併用し、横穴式石議と問機の積み1]を

示すものでみった.日IJ葬品は皆無で、直接年代を決定

し得なかったが、同時にl調査を築地した2号-績がその

副葬品より 7世紀初j減に佼殻イすけられ、 3.!i予約をこれ

に統〈終末期古債と位説付・けた. (注4) 

1977年になって、余呉町中ノ郷 ・式内岳議北部械

の磁山で、北陸自動"11道に関巡する:Jf;地移転工事の!殿、

多置の須!~\畿の出土したことが伝えられた. 現地調査

な結果、位務暮らしい省検であることが知られた (銘

練古墳)。採取された須忠告告は同町坂口 ・上ノ山第7

号墳出土のものと近似し、湖北町都上 ・四郷崎古抗出

土のものに先行するようである。上ノ山 7号峨はすで

に消滅しているが、遺物的ニとの際の状況を聞〈隙りで

は石材はなかったとのことであリ、庇毒事墳ではないか

と推定したものである。また、凶郷崎古績は長方形玄

室の長辺に羨i草が取り付くお式の1貧穴式石室を布する

ものである。このことにより、鉛縦古境の発見によっ

て、凶郷崎古墳の縦穴式石室が湖北地方における殺古

式の形態をとるものであるニとの袈付けを補強すると

ともに、後期古墳群形成初期のこ主体制i械i立を明らかに

した。

lit1iiIi山3号墳と鈴総i古績の発見は、湖北地方におけ

る後期古漬群形成の初期と終末期の様相を明らかにし

た。すなわち、慨調査例を加えて鉛練古墳 ・上ノ山7
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余呉川をはさんだ西側の低丘陵尾線上に立地している。

また、詳細はnJ1らかでないが、 Jn:似した立地や古績

の配列を示すものとして、芯j皮聞神社後11'の丘陵尾桜

上に 9~農の円演が立地するMHB .永llJ古墳群がある.

この古墳鮮は今夏より北陸向!I1)Jl¥i道関i[J!遺跡として発

鍬調査を開始しているが、今までに調査を笑砲したも

のでは、外部地訟にtfmJ料、棚部に材ltll~.(料
が2J，必検討iされた。tfl;H予主体からは短Ef!l点、直刀

2点、短刀 l点、鉄線一話、須恵脅d:琵 1.'訳、上倒l総燦

L点1;(‘第 2号主体制iからは短Efll点、鉄剣4点、短

剣 ll1.、鉄総2点、鉄蛾ー揺が1.1.1土した。第1号主体

制iより出土した須J息苦器哉は、 J-.ノ山 7号墳や鉛練古境

より先行するむのであり、省消の存花、武昔話 ・武只.な

ど鉄製品のみを訓葬している奪、前段l時代中M的色彩

がì~< 、その*1111に{立彼イ寸けられるものと考える。

iliJJ北地方における内積11幸代中期古紙としては、出月

1町の l!.îf~;fIJ'd tJlC字、涌:1:1山古墳府、物調i古積君字、湖北

館fの丁野古.tJ't群、岩i京市墳若干、fi&u食リl古fJmf得がその

北部域のものとしてあげられるが詳細は明らかでない。

ただ、これらは、いずれ L前方後円墳を中心に円境が

付随するという形態をl絞っており、前方後円墳の形態

からして氷山古境併に先行するものと考えられる。現

有までに調査されたものとしては、浅井町上ノ前 ・5Z

ífi山古噴鮮(円境4~必)があり、その 2号慣は、出土

土器号より永LIJ古tr't群にほぼ}!E行すると考えられるが、

内部1;1:r滞箱、段穴式行委の側縫の特殊機能を簡略し

た最小限の鱗迭J(法6)のものである点集る。と もかく、

永山古墳鮮の純資によって、湖北地方における古幼時

代中期末、 しいては、後期古.t.ll群発さ佐に至る逃粧がF'f

々に明らかになりつつあるというのが現状である。

5 
北陸自動車道の場合、平:ttIl.における本線部分の大半

はゴ二機工法によって施工されるので、いきおい、遺跡

の発見，:1丘陵の綿削部分に隙られてくる.これに対し、

ほ場務1~IPt~首長・の場合{立、特に柄IJ北地方のように、粂里

総行後ほとんど飽定した悶j也が遺存している場合、総

有によってはほとんど発見し得ない平地に立地する遺

跡が、排水路の新設等によって現われてくる場合が多

い。たとえば、 1973年、湖北町今&9の畑地において、

古墳時代を中心とする遺物の出土を見た。四周の悶商

より 1m前後日百位をなす知111也をi立勝範聞と考え、発111!

~l査が築地されたが、布留式強行'J111 と忠われるき援や総

台を出土したかまど泌を間む滞状巡H/I1、Sとよ1状ロ絡を

持つ褒形土総を出土する協跡害容を検出し、いわゆる古・

式土師器にl測して.1't・.mな資料を縫供した。(絵 7) 

1974年には、ぴわ町稲諜と湖北町大安寺との境界付

近で、排水路制自IJの際、弥生時代前l!11と忠われる波形

こ仁機を含む造物のHl土を見た. (tt 8 ) 

また、悶年、ぴわ町制~ì皮から新Ji?，'にかけて、やはり

排水路侃削により多品の逃物が出土した(鍛波遺跡).

ここでは、湖北地方で最古式の須Jぷ11罪白紙、県下で新

J1!l.町に次いで二例IJI司の発見である土!芯のほか、ヲ袋良時

代から平安時代および布智式並行期と考えられる土燃

が出土している。 (ft9) 
l!~ JI勺 ι

1974年には、さらに、向月町商阿閉で遺物の発見が

あうた。翌翌年、発見地の北方で11場務術事業のj十両が

あり、 J阿IIjに発綿調設を築地したが、*戸棚付・近で、

庄内並行1!11と考えられる一括・資料を包含するh制止遺脱

を検出している. (法10)

その他、 1974年・から19751f-・にかけて繍読され、奈良

時代を中心とする 131棟以上の竪穴式住居跡を検出し

たお月町保延寺 ・大海道遺跡、 1976.{pから1977年にか

けて、現ず正も調3主を継続rl'である高月町井口遺跡等も、

は場豊富fiiil't~~業に先立つ遺跡篠認制主主で新たに発見した

ものであった。

このように、はt義務備事業に関しては、平地に定基没

するi常勝の発見が多〈、しかも、条型地行以降ほとん

ど回地が回定しているためか、遺跡の保存状況が非常

に良好であり、大海道遺跡のように、一集洛E療が~存

している場合が多いことは注目すぺきである。

(問中勝弘)

6 
故後に、 I苅述の鉛線古績からのtli取遺物を紹介して

a 

b 

5 !0<;1lI 

余呉町鉛練古墳出土須恵若宮
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おく。

派議の aとbt;t、口敏部後12cm、骨量t1i4.4-4.7帥

で、天井部にやや丸1味がある。ヲミ~I二部と口綾部i止、わ

ずかに突出する後線をもって区別jし、ロ縁者品はやや丸

1味を持って聞く。端部Iま内傾し、凹む。天井部外部は、

約 3分の 2ほどへら削りして識経している。胎土に小
ろ~

?iや砂粒を含み、焼成l立Jli1i1存で、灰賞色の色目品jを呈し

ている。

cの杯身{主、内j均して内傾ずる口縁部と、斜上}jに

短か〈突出する受部を持つ。端部はと Lに丸味を持つ。

底部はメL<、3分の Zほどへら削リi澗絡している。

ζ れらは、すでに述べたように、湖北.ltl!方では悶郷

的古.tJl出土のものに先行し、上ノ山 7号績のものに銀

行するものである。(林 純)

ft: 1. ~IJ J苛健二 ・l[lrl'勝弘 ・谷口義介「大*遺跡」

(r北|後向日目1)111道!剥ill!jïl:跡鴻主主将管:rr~mJ 1976年)

注 2.別所健二 ・問中!勝弘「丁野遺跡J(r向上目』

1976年)

注 3.a中i勝弘「箆上遺跡J('向上 1J 19741~) 
ii. 4.問中勝弘「諸政山内坑神J('問とIJ197μF) 

注 5.鬼柳彰「中山首境J('向上ITlJ1976年)

法 6.I在木、孝次郎 .ÌÎi語版光郎「滋rt~I，~東浅井i沼紛m村

雲雀ILJ古.ttt;減益報告J(大阪市立大学文学部歴史学

教室長紀夜・?l}l附。 1953年)

tJ: 7 . 中谷雅治 tj主主j~県湖北町今西遺跡発鍬調査報tE

.l}J 1974年

注8.I]rrJ惨弘「湖北町大安寺遺跡J ( r~i場校側関係

遺跡発鋼部j有#1告，!im-TI J 1976年)

主主9.mrド勝弘「ぴわIlff餓i皮遺跡J('I.JJj二J1976iF) 

iilO. 日J'Il勝弘 「百五月町内泌寺遺跡J('向上J1976王子)
".'1..11叫1..1・..，相，"" ，o" .";I".t・~I.・，，"n..I" ・s・..，...，・ 0目刊.....1・・'1.. ω叫1."刷 4・・・0・叫・..，，，句・，""11，・'ド'U..I'..'....'jjl，，，I".，，..1・・11m'刈伽・0・"1・山川叫1"""""11，."..，，，.1・叫111'"・Iml""Um'・+U;I""I'i.t.，・1111''''1.."・・110・11""・・"叶・・，1"1。

11.大津市真野小学校保管の

木葉形尖頭器

大津市点野I1庁に所在する悶f小学校に、一本の奨話

器が傑包ーさ札ている。ニのお総{ま以前(戦後)、小ザ:

1:により録取された Lのである。現夜、明確な I~土地

点は不明であるが、おそらく.a別'近郊の丘陵部よ 1)出

ニlニしたものと推定される。

この尖政務101、形態分類すれば木楽形尖副総に綴す

るもので、技術的に凡れ1:-比較的荒い翻維で両衡を加

工したものである。紛1部川l工は部分的に鋭祭でき、|珂

而とらf111f:E剥隊によ って仕上げられている。才i11t立瀬

戸内 ・近畿地)jに分布しているサヌカイトである。尖

3民総の寸法{立、現ギE長 9.2cm(先~:~U分が欠損してい

るが、 i反原すると全長lOcm絞と考・えられる)、元同三樹

3目7cmで、断而Iは凸レンズ状をなしている。表7fiH京取

のため、石器組成lま不明である。

きて、本例と問機な柳誠~1ft、木袋}彩の尖政務は、全

国各地にその分布が認、められる.なかでも、長野県上

/平遺跡、」じw場遺跡、神子柴j立制:からは、この純の

尖顕著告が多数出土している.また、北海道余 Iln~lùIl川

遺跡では有者尖磁器、刃昔器、感傑を1半ってmニヒしてお

り、静馬県武井i盆跡からは、長さ 3-lOcm前後の小型

の水梨j移尖lIA絡が11¥上している。畿内では、大阪l(.f下

の二上llJ施からその出土が報告されている。県内にお

いては、近江八幡市'I;~ ヶ浜抑J~遺跡よりチャート艇の

本策形尖1厳然が11:¥ニヒしている.

dlJ川j世跡、武井追跡、日ヶ浜湖底遺跡:11ょの木柴j移

尖頭骨量と本i列をi七絞すれば、

1 .形態的に似かよっている.

2.校術的にみれば、各々:tlll圧制総技法によって製

作されている.

3.断l筒形は凸レンズ状を皐する。

といった類似l~くがある。しかし石町は、 rlll川遺跡例で

は銀雌石、 7なヶ浜湖底;u1跡例ではチャート、本{仰がサ

ヌカイトというように災釘である。

こうした点からlJえて、災担f小学校に保哲:されてい

る尖減税は、 111こと状況は不明であるが、 In;{I務時代の

r尖泌総文化」の段階に{立前づけることがでさよ 九

(勢Is f.'I1行)
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